
特養の空床をショートに
空床コントロールに注力
意識改革で高稼働率を実現

東京都練馬区にある社会福祉法人育
秀会の特別養護老人ホーム「第３育秀
苑」（個室ユニット６０床、ショート
ステイ６床）は、入所の空床でも緊急
受け入れも含めたショートステイに活
用することで稼働率を向上させている。
経営指標として入所とショートステイ
を合わせた稼働率を重視し、昨年度は
目標の９７％を超えた。

空床は主に利用者が入院している間、
退所者の後に次の人が入所するまでの
間に生じるが、収益確保のためには空
床をなくし稼働率を上げることが重要
だ。

同苑はまず病院別入院日数などを
分析し、利用者の症状に合った病院を
選ぶことで、全体の入院期間を短くす
ることができた。入院中も家族に状況
をこまめに確認している。

空床をなくすカギとなるのが生活相
談員のベッドコントロールだ。同苑は
居室によってベッドやトイレの配置が
違い、共用スペースから離れていて常
時見守りができない居室などがあるた
め、利用者のＡＤＬ（日常生活動作）
に合わせて居室を選ぶように調整して
いる。

空床や利用者の状態が常に頭に入っ
ているという藤川智子・福祉課係長と
生活相談員は「急な入所でも現場が対
応してくれる」と信頼を寄せる。 同
苑では入所の空床を１０人までショー
トステイに利用できる届け出もしてあ
る。

区内には特養が３７あり、入所待機
者は逓減（９月末で約１０００人）す
る中、今後も収益確保に向けた工夫を
重ねていく。

昔とは違い特養の待機者も減ってい
く中で、空床対策による収益改善は重
要である。

※出典：福祉新聞より

～介護ビジネス研究会のご案内～

介護ビジネス研究会

医療・介護・障がい福祉の経営者(幹部)のための
隔月勉強会です。特別セミナーと勉強会(座学セミ
ナーによる業界最新事例の＋事例交換会)を基本と
する経営塾です。経営者様が抱える問題・疑問
及び、他社はどのようにして解決しているのかを共有
する等、有益な情報をご提供して参ります。
開催が近づきましたらDMでお知らせいたします。
是非ご参加ください。 介護ビジネス研究会
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岐阜県福祉のまちづくり推進協議会 担当：苅谷
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※尚、今後このようなご案内が不要な場合は、右の欄にチェックを入れて
0575-24-5733迄ご返信をお願い致します。


